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【国語科提案】
1 未来に生きて働く探究力と省察性の育成 I 
胆伸註駆置墨~1









































1 未来に生きて働く探究力と省察性の育成 I 
t淳滋鑓直副~
社会科は社会認識を通して ，公民的賓質を育成する教科である。公民的資質の育成は社会科の究


















解決の見通し 問題解決に向けて，情報を収集し，整理 ・ 問題解決に向けて，まと


























1 未来に生きて働く探究力と省察性の育成 I ._. 
杭創滋l箪劉~
算数科は ， 学習内容の系統性が明確であり ， それらを統合 • 発展させて学習していくという性質
がある。数量や図形などについての基礎的 ・基本的な知識及び技能を確実に習得する。そして，こ
れ らを活用 して，問題を解決するために必要な数学的な思考力 ，判断力， 表現力等を育むとともに，
算数の良さに気付き， 算数と 日常生活との関連についての理解を深め、算数を主体的に生活や学習
に生かそうと したり ，問題解決の過程や結果を評価 ・改善 しようと したりするなど，数学的に考え
る資質能力を育成することが本質である。



































とに数学的な見方 ・考え方を生かし，問題解決過程を描く ことができたかどうかを評価していく 。
― 16 ―
【理科提案】




















【問題発見の場】 【見通す】 【情報収集】 【 問題解決• 新たな問題発見】
r ヽr ヽr rヽ ヽ
問題発見 予想と実験観察方法 観察，実験 考察 ・結論 ・問題発見
自然の事物・現 問題解決に向けて．予 問題籐決に向け 纂めた情報をもとに問題解
象と出合う。 想を立て．問題解決の て．情報を収集 決をめざす。さらに．新たな
方法を見出す。 する。 問題を発見する。






により ， 自らの行動や認知を変容させることができる。具体的に授業の流れを想定すると ，以下のように
展開していく 。
見通しをもった学習計画 仮説を協働的に立て ，実験を計画する。
学習過程のモニタリング 仮説を意識した実験 ・親察を行い ，結果を全体で共有する。














た，年に 3回，アンケート調査を行い，アンケー ト結果による拭的評価も行う 。
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【生活科提案】
1 未来に生きて働く探究力と省察性の育成 I 
E署鳴鑓駆置墨~
生活科における具体的な活動や体験は，子どもの生活の全てが対象である。実生活の中で 自分自


























(1) リアルタイムかつリアルな体験 ：Real 
(2) 多様な表現活動の充実 ：Representation 〈口〗り




















育みたい探究力 しながら、思いや意圏をもって音楽表現を工夫 したり 、楽曲を味わって聴い
たりする資質 ・能力。
音楽的な見方 ・考え方を働かせて自己や他者の表現や聴き方を省みることで、
































や色を思いついたり工夫したりしながら ，自分な りの表し方を見つけていく活動の中で， 学びが生み出
されていく 。その活動の過程において，もう 一度考え直したり ，じっくり見直したり ，周 りの友達と関
わったりする経験が繰り返されており，その経験の精み重ねが知識や技能となって子どもの身体に苗積
されていく 。このような環境との感覚的な触れ合いを通して，自分なりの表現の課題を生み出していく
中で， 子どもの本来持つ造形に関する姿質 ・能力が発揮されると 共に ，育っていくのである。
以上のように，図画工作科は，子どもがもつ豊かな身体感覚に支えられた感性を働かせ活動していく




































































f―----1 知識 ・技能 庄二~ 解決方法の I ヽ











単元構成 探究力を育む指導 単元構成 省察性を育む指導
生活の課 自他の共通点 ・相違点を見つける。 実行 多様な価値を比較 ・検討し、自ら選択 ・判
題発見 断できるようにする。
解決方法 実習や実験、調査、観察などの活動 評価 ・改 自分の行動が、家族や友だち、地域 ・社会








1 未来に生きて働く探究力と省察性の育成 I 
i譴請譴鴎置~
体育科は，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資












































































① 他教科 • 他領域， 日常生活などと関連 した単元を構成 し， 単元に関わるテーマを設定することで，ねらい
とする道徳的価値を一人一人が自分の問題として捉え，自己のよりよい生き方について追究しようとする


































































解する。実社会や実生活の中か ら問いを見出だし， 自分で課題を立て，情報を集め，整理 ・分析し
て，まとめ ・表現することができるようにする。探究的な学習に主体的に ・協働的に取 り組むとと






実社会や実生活の 中から問いを見出だ し， 自分で課題を立て ，情報を集め，整






























どもの興味 • 関心に沿っているか。 ④継続的に繰り返し関わること ができる「ひ と • もの • こと 」が





て考察 し，多面的な視点で捉えた りすることを行う過程である。r問題解決」とは， 実際に問題解決に





を行う 。また，年度初めと 年度末にア ンケート 調査を行い，アンケー ト結果に よる量的評価 も行う 。
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【複式教育提案】




















t~r&屯~加 璽 蕩曇ti泊＇紺紐・紐 Zヽ 編融i
一― 一
肛伶霰濯零靖請隅畢竃隕碍隕阿N
最適な問題解決の方法を他者とともに選択する力を育成するため，自分たちで問題解決するための
「探究力」と ，自分たちの探究を調整 ・改善しながら進めるための「省察性」を身に付けさせたい。
そのため，「教材分析」「学び方」を柱とした。教材分析において子どもが学びたい，関わりたい，活
用したいと思える学習内容を充実させる。また，学び方を系統的に示しながら ，学び方の基礎を確実
に身につける指迎を行う ことに重点を置く 。
●教材分析
0子どもの典味 • 関心に沿った課題や教材に学ぶ意義を感じ，見通しをもって学べる教材。
0異学年交流による学び合いが各学年の学びを高められるようなカリキュラムマネジメン ト。
0教科等や実生活と関連付けて考えられる内容で，汎用的な資質・能力の育成が図れる授業づくり 。
●学び方
0課題を設定し，取り組む内容や方向性を明確にしながら解決に向けての見通しをもつ。
0個人でじっくり取り組み，全体で考えを共有し，多様な考えを比較しながらよさを見出す。
0課題に対する振り返りでは，視点をもって丁寧に行うと同時に，複式学級における学び方の振り
返りを行い，改善につなげる。
0異学年の考えや意見を大切にして学び合う 。
園年l
授業記録から，司会 ・記録 ・フォロワーや異学年の関わり方について子どもの言葉から質的評価を
行うと同時に，探究のプロセスが形成されているかを評価する。
